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マークの説明

主な電話番号等 今月の表紙

◇申込み・問合せ等の受付については、基本的に㊏
　㊐㊗を除く８時30分～17時15分です。
◇料金の記載のないものは、無料です。
◇申込み方法の記載のないものは、申込み不要です。
◇市役所の開庁時間は、㊗を除く㊊～㊎の８時30分
　～17時15分です。
◇毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓口を
　19時まで延長しています。

ツイッター・フェイスブックでも市の情報を発信して
います。（http://www.city.tanabe.lg.jp/jyouhou/sns.html）田辺市

ホームページ
モバイル用
ホームページ

救急受診
ガイド

防災行政
メール等

休日急患診療

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄関右側）
　内科・小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗ ９時～11 時 30 分、13 時～16 時
（※小児科のみ、㊏18時～21時30分も診療を行っています。）
　☎ 0739-26-4909

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　 0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　 0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　 0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　 0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　 0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　 0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　 0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　 0739-24-4068
■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃7119

今月の表紙は、市民の方
が「救急車の適正利用に
協力します」と握手して
いるところを撮影しまし
た。モデルの宇治田美加
さんは、救急体験イベン
トに積極的に参加されて
いて、撮影に快く協力し
てくださいました。
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10
市
政
「
未
来
ポ
ス
ト
」
〜
皆
さ
ん
の
声
〜

de

救急車を呼ぶ？家で様子をみる？

　

最
近
、
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
音
を

耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
感

じ
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
？

　

実
は
、
軽
い
症
状
で
も
救
急
車
を

利
用
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
大
き
な
ケ
ガ
を
負
っ
た
方
や

心
筋

塞
な
ど
の
重
病
の
た
め
、
緊

急
に
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
必
要
が

あ
る
人
へ
の
救
急
車
の
到
着
を
遅
ら

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
、

救
急
車
を
呼
ぶ
判
断
を
迷
っ
た
り
、

命
に
関
わ
る
病
状
な
の
に
救
急
車
を

呼
ば
な
か
っ
た
り
な
ど
し
て
、
処
置

が
遅
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
問

題
を
解
消
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
尊

い
生
命
を
お
守
り
す
る
た
め
、
今
一

度
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

考
え
る
と
と
も
に
、
医
師
等
に
よ
る

電
話
相
談
で
あ
る
田
辺
市
救
急
安
心

セ
ン
タ
ー
「
＃
７
１
１
９
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

田
辺
市
消
防
本
部 

警
防
課 

指
令
係

☎
０
７
３
９（
３
３
）９
０
６
９
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マークの説明

主な電話番号等 今月の表紙

◇申込み・問合せ等の受付については、基本的に㊏
　㊐㊗を除く８時30分～17時15分です。
◇料金の記載のないものは、無料です。
◇申込み方法の記載のないものは、申込み不要です。
◇市役所の開庁時間は、㊗を除く㊊～㊎の８時30分
　～17時15分です。
◇毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓口を
　19時まで延長しています。

ツイッター・フェイスブックでも市の情報を発信して
います。（http://www.city.tanabe.lg.jp/jyouhou/sns.html）田辺市

ホームページ
モバイル用
ホームページ

救急受診
ガイド

防災行政
メール等

休日急患診療

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄関右側）
　内科・小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗ ９時～11 時 30 分、13 時～16 時
（※小児科のみ、㊏18時～21時30分も診療を行っています。）
　☎ 0739-26-4909

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　 0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　 0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　 0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　 0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　 0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　 0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　 0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　 0739-24-4068
■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃7119
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今月の表紙は、市民の方
が「救急車の適正利用に
協力します」と握手して
いるところを撮影しまし
た。モデルの宇治田美加
さんは、救急体験イベン
トに積極的に参加されて
いて、撮影に快く協力し
てくださいました。

08
市
政
「
未
来
ポ
ス
ト
」
〜
皆
さ
ん
の
声
〜

de

緊急度
（表示色） 定　義

緊急
（赤色）

直ちに受診が必要です。今すぐ救急車等で病院に受診してください。
◇すでに生理学的に生命危機に瀕

ひん

している病態
◇病態が増悪傾向にあり、急激に悪化、急変する可能性がある
※痛み等の我慢できない訴え、症状についても考慮
※バイタルサイン異常（呼吸、脈拍、血圧等）、ひどい痛み、病態の増悪傾向、急変の可能性を総合的に考える。

準緊急
（黄色）

２時間以内を目安に受診が必要です。
◇２時間を目安とした時間経過が生命予後・機能予後に影響を及ぼす病態
※痛み等の我慢できない訴え、症状についても考慮

低緊急
（緑色）

緊急ではありませんが、医療機関に受診してください。
夜間の場合は、翌日の受診でもかまいません。
◇上記には該当しないが、診察が必要な病態

非緊急
（白色）

家庭での経過観察または心配なら通常診療時間内での受診でよいでしょう。
◇上記に該当せず、医療を必要としない状態

「蚊に刺されて痒
かゆ

い」
「歯が痛い」
「鼻をかんだら鼻血が出た」
「こけて擦

す

り傷ができた」
「便秘が数日続いている」
「料理中に軽く指先を切った」
「赤ちゃんが夜泣きする」
「海水浴で日焼けしてヒリヒリする」

「通院日だから乗せていって」
「救急車で行くと病院で待たなくていい」
「家まで送って」
「筋肉痛で歩けない」
「子どもを病院に連れて行きたいけど、夕食の準  
 備が忙しくて手が離せない」
「病院でもらった薬がなくなった」
「昼は用事があるから、夜に受診したい」

■救急受診ガイド（冊子）・パンフレット
救急受診ガイド（冊子）は、各消防署で配布しています。また、救急体験イ
ベントなどでも配布しています。パンフレットでは、ためらわず救急車を呼
んでほしい症状について解説しています。

■救急受診ガイド（インターネット版）
インターネット版は、パソコンやスマート
フォンで判定ができます。
http://triage.atrris.com/triage/tanabe

広報田辺の目次（２ページ）には、救急
安心センターの電話番号と、救急受診ガ
イド（インターネット版）のＱＲコード
を掲載しています。もしものときは、広
報田辺を開いてください。

救急安心センターの番号
救急受診ガイドのＱＲコード

軽症での利用例

タクシー代わりなどの例

右図■救急出動件数の推移
救急出動件数は、年々増えています。
今後 10 年間は増え続け、平成 34 年
頃には6,000件を超える見込みです。

上図■救急搬送における症状の割合
（平成 24 年度）
救急車で搬送された人の半数以上
が、入院の必要がない「軽症」です。

　緊急度判定（トリアージ）とは、けがや病気の症状から傷病者に対する緊急度・重症度を評価し、治療や搬送
の必要性を見極める方法です。大規模災害など多数の傷病者が発生したときに、効率的に医療機関に搬送するた
めに運用されていますが、田辺市では全国に先駆けて、平常時での救急医療業務での運用が試行されています。

　

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
・

搬
送
人
員
数
は
と
も
に
増
え
て
お

り
、
救
急
車
の
現
場
ま
で
の
到
着

時
間
も
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
方
の

半
数
以
上
が
入
院
を
必
要
と
し
な

い
軽
症
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
全
国
的
な
流
れ
で
あ

り
、
田
辺
市
も
ま
た
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

救
急
車
の
出
動
件
数
が
増
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
他
の
所
に
出
動

で
き
な
い
時
間
が
増
え
る
と
い
う

こ
と
で
す
。田
辺
市
消
防
本
部
は
、

近
畿
地
方
で
１
番
面
積
の
広
い
田

辺
市
と
上
富
田
町
を
管
轄
し
て
い

ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て
は
１
回
の

救
急
活
動
時
間
が
３
時
間
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
本
当
に
救
急
車
が
必
要
な

方
に
、
救
急
車
が
間
に
合
わ
な
く

な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

病
院
に
行
っ
た
方
が
い
い
の

か
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が

い
い
か
、
緊
急
な
の
か
、
明
日

の
受
診
で
も
大
丈
夫
な
の
か
な

ど
、
自
分
で
判
断
す
る
の
は
な

か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
救
急
受
診
ガ
イ
ド
」
は
、
そ

の
判
断
の
一
助
に
な
る
こ
と
を

目
的
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

簡
単
な
質
問
に
答
え
て
い
け
ば

判
定
が
出
ま
す
の
で
、
迷
っ
た

と
き
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

田
辺
市
消
防
本
部
は
、「
今
、
ま
さ
に
救
急
車
が
必
要
！
」
と
い
う
緊
急

性
の
高
い
方
を
見
逃
さ
ず
、
よ
り
効
果
の
高
い
救
急
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
し
て

提
供
し
、
救
命
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
救
急
車
の
適
正
利
用
に
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
急
い
で
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
た
方
が
よ
い
と
思
う
場
合
は
、

迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
方
に
、
救
急
車
が

間
に
合
わ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
！
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みんなで目指そう !
シャープないい救命 !!
（   ＃　  ７１１９ ）

　

皆
さ
ん
は
ご
家
庭
で
、
症
状
を

判
断
す
る
た
め
の
手
段
（
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
）
が
な
く
て
困
っ
た
こ

と
や
、
ご
自
分
で
判
断
が
で
き

な
い
の
で
誰
か
に
相
談
し
た
い

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？ 

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は「
田

辺
市
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
（
☎

＃
7
1
1
9
）」
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
医
師

や
看
護
師
等
が
年
中
無
休
の
24
時

間
体
制
で
、
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

＃
7
1
1
9
を
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
緊
急
度
を
判

定
し
、
よ
り
緊
急
度
の
高
い
傷
病

者
を
見
逃
さ
ず
、
適
切
迅
速
に
救

急
搬
送
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

他
に
も
、
家
庭
で
の
自
己
判

断
、1
1
9
番
通
報
、救
急
現
場
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
緊
急
度
を
判

定
し
て
い
ま
す
。

以下のような症状がみられたら、重大な病気やけがの可能性があるのでためらわずに救急車を呼んでください。

⑤医療機関に受診

②救急安心センターに相談
救急安心センターに相談し、救急車が必要
と判断されれば③に進みます。また、＃7119
につながらない場合もありますので、その
際も③に進んでください。

③ 119 番通報
救急であること（火事
の場合もあるため）、場
所、けがや事故の状況、
電話をしている方の名
前をお伝えください。
通報の際には、落ち着
いてゆっくりと話して
ください。

④救急車が現場へ到着
救急車が現場に到着し、必要な処
置を施しながら⑤へ進みます。な
お、救急車が現場に到着するまで
時間が掛かることもありますので、
可能であれば応急手当をしてくだ
さい。

①家庭での自己判断
パンフレット（内容は7ページ参照）
やインターネット上にある救急受診ガ
イドを利用して判断してください。さ
らに判断に迷うときは②へ、すぐに救
急車が必要な方は③へお進みください。
なお、ご自分で医療機関へ行くことが
可能であれば、⑤へ進んでください。

◆激しい下痢や嘔
お う と

吐で水分が取れ
ず、食欲もなく、意識がはっきりし
ない
◆激痛で苦しみ、嘔吐が止まらない
◆大便に血が混じる

腹

◆激しい咳
せき

やゼーゼーして呼吸が苦
しく、顔色が悪い胸

◆痛みやけいれんがある
◆強くぶつけて出血が止まらず、意
識もなく、けいれんがある

頭

◆唇の色が紫色で呼吸が弱い顔

◆硬直している手足

◇乳児（生後3か月未満）
の様子がおかしい
◇意識がない又はもう
ろうとしている
◇虫に刺されて全身に
じんましんが出て、顔
色が悪くなった
◇痛みのひどいやけど、
広範囲のやけど
◇変なものを飲み込ん
で意識がない
◇けいれんが止まらず、
止まっても意識が戻ら
ない
◇事故（交通・水難・
高所からの転落等）に
遭った

その他の症状

◇意識がない又はもう
ろうとしている
◇ぐったりしている
◇けいれんが止まらず、
止まっても意識が戻ら
ない
◇大量の出血を伴う外
傷や広範囲のやけど
◇冷や汗を伴うような
強い吐き気
◇食べ物をのどに詰ま
らせて呼吸が苦しい又
は変なものを飲み込ん
で意識がない
◇事故（交通・水難・
高所からの転落等）に
遭った

その他の症状

◆突然の激痛又は持続する激痛
◆吐血や下血がある腹

◆突然の激痛・息切れ・呼吸困難
◆中央部に圧迫又は締め付けられる
ような痛みが 2～ 3分続く
◆痛みの場所が移動する

胸

◆突然の激痛・高熱
◆支えなしで立てないぐらい急に
ふらつく

頭
◆しびれる又は顔半分が動きにくい
（笑うとゆがむ）
◆ろれつが回らずうまく話せない
◆視野が欠けたり、物が突然二重に
見える

顔

◆突然、しびれや片方の腕や足に力
が入らなくなる手足
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消
防
本
部
で
は
、
救
急
出
動
の
現
状
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
救
急
車
の
適
正
利
用
を
勧
め
る

た
め
戸
別
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
戸
別
訪
問
は
、
地
域
の
実
情
等
に
応
じ

た
救
急
対
応
を
検
討
す
る
目
的
で
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
症
状
に
応
じ
て
、
救
急
車
と
と
も
に

医
師
が
同
乗
す
る
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
出
動
さ
せ

た
り
、
車
で
の
移
動
に
時
間
が
掛
か
る
山
間
部

な
ど
へ
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
出
動
さ
せ
た
り

す
る
な
ど
、
緊
急
性
の
高
い
方
に
対
し
て
、
よ

り
高
度
な
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
始

め
た
事
業
で
す
。

　

消
防
職
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、
簡

単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見

等
を
伺
い
ま
す
。
助
か
る
は
ず
の
命
を
救
う
た

め
に
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の
か
を
消
防

本
部
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

谷本さん ご家族

宇治田 美加 さん

　

＃
７
１
１
９
は
、
緊
急
性
が
低
い
と
判

断
さ
れ
て
も
、
直
接
医
師
や
看
護
師
か
ら

そ
の
場
で
で
き
る
応
急
処
置
な
ど
の
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
で
、

と
て
も
心
強
い
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
＃
７
１
１
９
に
つ
い
て
知
っ
て

は
い
て
も
、
実
際
に
祖
父
が
倒
れ
た
時
に

は
番
号
を
す
ぐ
に
思
い
出
せ
ず
、
活
用
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
い
ざ
と
い
う
時

に
使
え
る
よ
う
、
携
帯
電
話
に
番
号
を
登

録
し
た
り
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
目
に
つ
く
と

こ
ろ
に
メ
モ
を
置
い
て
お
く
な
ど
し
て
、
日

頃
か
ら
備
え
て
お
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
多
く
の
方
々
が
、
も
っ
と
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
知
識
を
蓄
え
、「
自

分
や
家
族
の
命
は
自
分
で
守
る
！
」
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
救
急
車
の
適
正

利
用
が
進
ん
で
い
け
ば
良
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

日頃からの備えが大切です

　

＃
７
１
１
９
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
い
つ
ど
ん

な
時
に
利
用
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
♯
７
１
１
９
を
使

う
と
時
間
が
掛
か
り
、
手
遅
れ
に
な
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
子
ど
も
が
小
学

校
か
ら
持
ち
帰
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見

た
り
、
救
急
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加

し
て
説
明
を
聞
い
た
り
す
る
う
ち
に
、
適

切
な
利
用
方
法
や
１
１
９
番
と
の
使
い
分

け
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て
事
前
に
情
報
を
得

て
お
く
と
、
何
か
あ
っ
た
時
の
た
め
の
心

構
え
が
で
き
、
ま
た
冷
静
な
判
断
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

救
急
車
の
適
正
な
利
用
方
法
が
皆
さ
ん
に
浸

透
し
、
本
当
に
必
要
な
人
が1

秒
で
も
早
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

事前に情報を得ておくことが重要です
　

近
年
、
救
急
搬
送
の
増
加
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の

消
防
署
等
で
は
、
救
急
車
を
適
正
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
広
報
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
同
様
で
、
全
国
的
に
み
て

も
救
急
車
の
利
用
率
が
高
い
た
め
、

こ
う
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

救
急
車
の
設
置
台
数
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。出
動
回
数
が
増
加
す
る
と
、

緊
急
時
の
早
急
な
対
応
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
適
切
に
救
急
車
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
う
い
っ
た
状

況
も
解
消
さ
れ
、
緊
急
的
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
篤
な
病
状
の

方
を
迅
速
に
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
は
言
い
ま
し
て
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
よ
る
緊
急
時
の
判
断
は
難

し
い
も
の
で
す
。ご
自
身
や
ご
家
族
、

ま
た
そ
の
周
囲
の
方
の
ご
不
安
や
ご

心
配
は
な
か
な
か
取
り
除
け
る
も
の

で
は
な
く
、
当
然
、
そ
の
対
応
に
は

迷
い
が
生
じ
る
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
の
症
状
に
応

じ
な
が
ら
、
迅
速
・
的
確
な
対
応
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
『
シ
ャ
ー
プ

な
い
い
救
命　

♯
７
１
１
９
』
を
是

非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
決
し
て
無
理
を
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
本
市
の
救
急
車
の
利
用
者

で
最
も
多
い
の
が
高
齢
者
の
方
で
す
。

こ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
公
共
交
通

機
関
の
事
情
で
高
齢
者
が
自
力
で
病
院

ま
で
行
け
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
消
防
署
員
に
よ
る
緊
急

度
判
定
の
結
果
、
緊
急
搬
送
を
す
る
必

要
が
な
い
と
判
断
さ
れ
て
も
、
持
病
の

あ
る
方
は
急
変
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
必
要

で
す
。
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を

解
消
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
に

対
応
で
き
る
救
急
対
策
や
搬
送
手
段
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
紙
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
よ
う

に
、
様
々
な
相
談
の
場
等
も
設
け
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
尊
い

生
命
を
お
守
り
で
き
ま
す
よ
う
、
考
え

得
る
あ
ら
ゆ
る
状
況
へ
の
備
え
に
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
救
急
車
の
適
正
な
ご
利
用
に

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

消防長 小山裕史
田辺市消防本部
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Ⅰ
（覚醒し
ている）

ⅡⅡ
（刺激で
一時的
に覚醒）

Ⅲ
（刺激で
も覚醒し
ない）







情動失神 大脳皮質

長時間の立位・坐位

運動直後の失神

左室の
機械受容器

頚動脈洞失神 頚動脈洞受容器

徐脈・心停止

心臓（抑制）

延髄
迷走神経核

迷走神経刺激

頚動脈洞失神 頚動脈洞受容器

咳嗽失神 気道の受容器

孤束核

血管運動中枢

交感神経抑制

末梢血管（拡張）

血圧低下

胸腔内圧上昇
脳脊髄圧上昇 脳血流低下

心拍出量低下静脈還流減少

膀胱の機械受容器排尿失神

排便失神 腸管の機械受容器

嚥下性失神 食道の受容器
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